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◆新年を迎えて

◆後継者組織「樹木の会Jへの支援活動 ～自主研究活動の支援と地域リーダーの育成～

◆大雪による農業用施設の被害原因と今後の対策 ～パイプ八ウスを倒壊から守るために～

◆定年等就農者セミナーの取組 ～プロ震家になるための第一歩～

◆ナシの草生栽培における八ダ三類調査 ～除草後の八ダニ類を追つて～

◆飼料作物の増産対策 ～飼料用トウモロコシの二期作栽培～

◆―ロメモ 震と触れ合える体験敦室

◆―ロメモ ち よつとした工夫で農作業を快適に

?東 京 都 産 業 労働 局
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東京都農業振興事務所 所長 石 原 肇

新年明けましておめでとうございます。

昨年は、2月の2回にわたる都内全域での大

雪被書、南多P_や区部西部と北多摩東部での度

重なる降雹など、農業生産にとって過酷な自然

災害との戦いの一年でした。今年は、精やかな
一年になることを祈念いたしております。

さて、昨年末、東京都では、今後の10年間の

長期言卜画を定めた 『東京都長期ビジョンJを 策

定いたしました。この長期計画の中では、「日

本の成長を支える国際経済都市の創造Jが 書か

れており、その一つとして 「農林水産業の産業

力強化と東京の特産品の魅力発信Jが 取り上げ

られています。

具体的な政策の方向性として、O大 消費地と

いう東京のメリットを生かした収益性の高い農

業の実現、②多面的な機能を提供している都市

農地の効果的な保全策を構築 展 開、O農 林水

産物のブランド化や加工品開発等による付加価

値を高める取組を推進、④ 「東京味わいフェス

タ」等のイベントの開催、東京産の農林水産物

の魅力を国内外に広く発信、O「 とうきよう特

産食材使用店J「東京島じまん食材使用店」「東

京都エコ農産物認証制度Jの 更なる拡大や新た

な特産品の開発等による地産地消の促進、の5

点が位置づけられています。

これらの5点は、多摩 島 しよの豊かな自然

を生かした地域の活性化や、地ttの魅力を生か

した観光振興といつた政策方針にも位置付けら

れております。

この長期計画は、2020年のオリンビック パ

ラリンビックの成功を期すとともに、10年後の

2024年はもとより、その先の中長期を見据えた

ものとしております。東京者Fといたしましては、

このように、かなり先を見据えた計画に、農林

水産業の産業力強化と東京の特産品の魅力発信

とぃうことを位置付けました。

これらの政策を実現していくためには、私ど

も農業振興事務所がしっかり農業振興施策や普

及事業を進めていくことはもとより、個々の農

業者の皆様方が農業生産のよリ
ー層の向上を目

指していただくことも期待されております。

東京都は、平成25年度から農林水産振興財団

1こ「チャレンジ農業支援センタ
ーJの 業務を委

託し、普及センターも連携 協 力し、農業者の

皆様の斬新なアイデアが活かされるよう支援を

継続しております。本年度からは、そのアイデ

アを実現するための後押しとして 『農業経営サ

ポート事業』を開始いたしました。これらの事

業をはじめとして、様々な取組を通じて、引き

続き、東京農業の特性を活かした産業力の強化、

都内農産物の安全 安 心の確保と地産地消の推

進、豊かな都民生活と快適な都市環境に向け積

極的な貢献をしてまいります。

農業振興事務所は、農業振興施策を担当する

2課 と農業技術 経 営指導等を行う3つ の普及

センターからなる現場の事業実践部隊として、

農業者、」A、区市町村等と連携 協 力し、東京

農業の振興に努めてまいります。本年も引き続

き、ご活用いただきますようお願い申し上げます。



後継者組織「樹木の会」への
支援活動

～自主研究活動の支援と地域リーダーの育成～

「樹木の会Jは、昭和41年、練馬区と板橋区llA

東京あおば管内)の 後ヤに者組織として、普及セ

ンターの働きかけで誕生した研究会です (写真

1)。今年で発足48年目をTIDえ、机子 2代 にわ

たる会員も少なくありません。

肘木の会では、会員の資質向上をめざした活

動として農林水F41FttRl回の事業である自主研

究活動に毎年取り組んでいます。ここでは新た

に導入したい品目や冊種、農業資材などを、会

員の回場で試作や試験導入を行い、成果や課題

を会員間で共有し、各自の農業経常に活かして

いますコ

普及センターでは、樹木の会の活動支援を通

じて、地域を章引する担い手の育成に努めてい

ます.

近年の自主研究活動の取組

平成25年度の自主研究活動では直売用の新品

目として期待されるラッカセイの試作に取り紅

みました。大粒で、ゆで落花生に適した 「おお

まさり」を導入することとし、毎月の定,1会で

は、試験固場の規模から栽培、収穫、P●x売まで、

熱花ヽに検Fiが行われました (写真 2)。 この成

果が見事に実り、「東京都農林水産業技術交換

大会Jで 優秀賞に輝きました。平成26年度は、

この 「おおまさりJの 導入成果をさらに発展す

べく 販 売促進をテーマに取り組んでおり、栽

培技術とともに労働や販売など、経宮面での課

題解決にいjけた活動を展開しています。

鈍 個観

み き

普及センターは 定 ヤ!会において、自主研究

活動のテーマ設定とともに、試験設計や調査方

法についての助言 病 告虫や新資材、他地域の

事例等の情報提供を行っています。また、現地

検討会等の開催をllびかけ、会員同士の回場巡

FIや意兄交換会での助言等を行っています。さ

らに、技術交換大会での発表に向けた成果の取

りまとめへの支援や次年度の作十」に向けたアド

バイスも行っています。

研究会活動を通じた人材の育成

樹木の会の役員は1年 交代で、役員は自工研

究活動をiと する計画作成や成果の報告、会賞

間の連絡 調 整など多くの業務を11います。こ

うした業務をこなすことで 枚 培技術だけでな

く、事務処理や拙撤進宮能力も身に付きます。

役員を毎年交代させるのは、この経験をよう

多くの会賞に在族させることで、地域農業の'ほ

来を担う人材を教多く輩出する狙いがあります。

今後の展望

会の市性化のためには、新規会員の加人が不

可欠であり、役員会では新規加入者候補を季げ、

役貝が中心となり勧誘を進めています。普及セ

ンターもフレッシュ&ビ ターン農業後祉者セミ

十一受prH生などに参加を勧めています。平成28

年に発足50周年をjIえることから、
一層活発な

研究活ulの展開が期待されています。

写真 2 会 員回場での現地検討会

写真 1 定 例会の様子



鈍 個轍

平成26年の2月8日、および14ヽ 15日にかけ

て、都心部では45年ぶりとなる27cnlの積雪を

記録しました.4fに 14～ 15日には雪から雨に

変わり、雪が非常に重くなったため、パイプハ

ウス等営業施設のl■壊やfrr損の松各が榊次き、

都内では約800様の被告が発生しました。

当普及センターでは、松害の大きかった北多

嵯地域で校災ハウスキの調査を実施し、今後の

対策について校司を行いました。

Aウ ス等の主な倒壊要因

ます 「J壊の大きな要因として ハ ウス自体

の強度不足が挙げられますⅢ問束で通常用いら

れるll雪強度は20kまlll以下であり 20cm以 上

の憤言を思定した設計強度となっていません〔

このため、パイブ径の大いストロングタイプの

ハウスでも、アーチパイプの間r高が広いハウス

では荷iに
~lえ
られず例愛する事例がありまし

た.

さらに松行を大きくした要因として、雪への

■備不足が挙|デられますJ庄 根上に述北ネ′ト

を張ったままのハウスでは情もった雪が措幕せ

す こ みで倒壊した事ヤ,が多数見られました。

パイプAウ スの耐雪強度と補強

バイブハウスのTl宮強度は、問口 ′`イブ径

アーチバイプの間隔寺の仕様で決七されます.

耐言強度は高い方にこしたことはありませんが、
7jJ設コストや採北性、ハウス内部での作業性と

のウにね合いの中で選択するゼ要があります。

比較的lFコストでできる強化☆として、筋か

いやタイバーの設置が挙げられます は|および

写真)。これらは既存のパイブハウスヘの後付

け力f可能なものもあります。

大雪による農業用施団
艦被書原因と今後の

～パイプ八ウスを倒壊から守るために～

図 タ イバー設置によるパイフAウ スの補強

(左 |クロス型 右 i平行型)

写真 八 ウスヘのタイパー設置状況

(赤線 1クロス型 言 線 1平行型)

大雪予報が出たら早めに対策を

ハウスの作J壊をFIJぐには、前日からの準備が

重要ですし性恨上の,生光ネ ット辛を取 り除き、

日中からハウスを開め切つて保温に努めます.

内張 リカーテンは開放 し、加流できる場合は積

極的に加温して積もった雪を速やかに注根から

落とすようにします=ス ノーポール等の支性を

設置することも効果的です.

F_棋上とハウス間の除雪も重要です.安 全の

ため、雪下ろしや除雪は雪がにんだ後に、でき

る限り二人以上で作業するようにしましょう!

雪を融かすには進水チョーブを利用すると1更利

です.13言 用早も点校 用 意 しておきましょう=



∞ 個観

定年等就農者セミナーの取組

～プロ農家になるための第一歩～

西多摩lL政では基持的農業従事者のうち60歳

以上の 'める割合は高く、後継者が/1・足してい

ます.一 方で回塊の世代の人たちのケと年や早期

退職が始まり、野菜栽特を始める人が1曽えてき

ましたが、栽培技術を両親から引lLいでいない

方が少なからずいました。そこで、普及センタ
ーでは商品として販売する農産物の■産や地批

との紫がりを持ってもらうために、平成13年度

から定年等就農者セミナーを実施しています.

セミナーの進め方と講座内容

定年者等が就農後に逃やかに受講できるよう

に募集は句1年行い、農作業の負担にならないよ

うに講座回数は午問10～ 15回で進めています。

また、講4内 容 (表)は 受話生の希望を取り

入れ、西多摩ならではの内容となるように実習

重視 1写真)で 行っています。

表 主 な講座内容

地域との業がりを持つてもらうために

受講生の中には会村勤めが長かったため地域

との繋がりが少ない人もいます。そこで、セミ

ナーでは以 ドのような工夫をしています。

01ケ了後も様々な相談ができるように実習の

講師は地元の篤農家に依頼しています。

2修 了式と次期間講式を同時に開催し、1ケ了生

と新規受講生の交流を図っています。

01ケ了式 次 期間講式はJA組 合長、農業委員

会長、市町オ」の担当課長に出席してもらい、農

業関係者との面識を持つ機会にしています。

● フレッシュ&Uタ ーン農業後継者セミナー

と合同で視察研修を行い、若手後継者との交流

をすすめています.

0セ ミナー修了後も普及センターが開催する各

種講習会への参加を促し 修 了生同士や他農家

との交流をすすめています。

修了生の活躍

修了生のなかには共同直売所で売上ベスト10

になる方、農業委員、JA理事、生産部会や直

売組織の役員、近憐のJFr休農地を借りて経営を

広げる方などがいます。このように地域農業の

担い手として活躍する方が増えています。また、

セミナー受講を契機に自宅に農産加工施設を設

置し、農産加工品の出荷を始めた女性農業者も

います。

継続的な開催をめざして

セミ十一の修了生は平成26年度末で14期生が

1ケrし200名になります。募集は市町村やJAを

通じて日知していますが、1ケ了生たちからの紹

介による申し込みや出合せがあります。このよ

うに国コミでの広がりをみせており、セミナー

が地l「tに売者していることが何たます。

普及センターでは今後も継続的にセミナーを

開催し、定年者や女性農業者等の後継者を支援

していきます。

果菜類 (トマト ナ ス キ ュウリ)の 栽増管理と荷
づくり方法

ホウレンソウ コ マツナの栽指と荷づくり方法

果樹 (ウメ カ キ)の 現定作業

写真 ホ ウレンソウの結束実習



∞ 個覗

lH城市、日野市ではすシが広く栽培されてい

ます。すシ栽培では重要告虫の一つにハダニが

あげられます。ここでは、草生技培のナシ団場

で実施したハダニ榎等の調査結果を紹介します。

トラップの改良と除車後のAダ ニ類調査

草生栽培では適度に下草を維持管理すること

が必要ですが、-1実的に下車に生まするハダニ

類は除草後短期間ですシ朝体に移動するといわ

れていますコー方で、粘着シートでトラップを

設置してもハダニを捕雄できなかったという話

も聞かれます。

そこで、まず粘着トラップの効果確認のため、

7月 に稲城市と日野市のすシ固場で、特に粘着

シートを巻き、ハダニ類の捕獲数を調査しました

(写真 1)3

写真1 ト ラツプの設置

調査結果はばらつきが大きく、ハダニ類を捕

控できない樹もありましたコまた、粘着面を歩く

ハダニが複数確認されたことから、粘着シー ト

では確実に捕獲できないことがわかりました。

次に、粘着シー トの代替としてグリスを検討

しました。而1水れにグリスを薄く塗布し、表面

を紙片で軽くたたいて毛羽立たせると、移動中

のハダニがその突瑞部で向きを変える際、腹部

や体側面がグリスに付着し動けなくなる様子が

多く観察されました (写真 2)。そこでグリスを

用いた改良 トラップを試作し、8月 中旬、ハダニ

類がr」年確認される2樹 (隣接樹)で捕獲調査を

ナシの草生栽増における
八ダニ類調査

～除草後の八ダニ類を追つて～

行いました。その結果、ハダニ類は、除車直後か

ら8日以内に8割以上が補挺されました(表1)コ

棒
・

|  「 | ゴ

写真2 ク リス上で捕獲されたハダニ類

表打 改 良 トラツプによるハダニ類捕獲数の変化

草刈後の日数X 2日 8国 ]5日 22国

調査樹AX 36 18 0 0

調査樹B米 9 0 0 0

栄草刈j日8/]8 調査latの幹同国A,71帥  B13 1om

このことからハダニ類は除草後2週 問科度で

樹体に移動すると考えられ、これをぶまえたハ

ダニ防除を行うと効果が高いと考えられました。

Aダ ニ類の天敵の捕獲

7月 の粘着シートを用いた柿獲調査では、ハ

ダニ類の天敵も捕控しました (表2)c

表2 粘 着トラッフによる天敵の捕獲数

天敵の種類 頭数X

カブリダニ類 50

クサカゲロウ類 (幼虫) 2

クモ類 1 0

ケシAネ カクシ類 (成虫) 1 9

八ダニアザミウマ (成虫) ]

米同一固場内の4樹 除草後]4国間の合計

この結果から、多くの天敵の存在が確認され

ました。ハダニ類防除効果を高めるためには、

これら天敵の活用も重要であり、防除体系の中

に天敵への影響が少ない菜剤を組み込む必要が

あります。

今後も普及センタ
ーは、生産者、関係機関と協

力して、ハダニ類防1合の検討を進めていきます。



飼料作物の増産対策
～飼料用トウモロヨンの二期作栽培～

農業振興事務所技術総台調整係

子と11は草食動物であり、粗飼十1(草 )を 一定

景給与する必要があります。

皓農家は粗飼料を自綸、唯入と経営の実情に

合わせて使用していますが、近年の購入飼ll費

高騰が大きな課題になつています。そこで酪農

家が、限られた固場で効率的に粗飼料を自給す

るため、飼料用トウモロコシの二制作栽培を検

討しました,

部内における工期作栽増の検討

飼十1用トウモロヨシの慣行栽培は、早生系品

種を用いて4月 Ji旬に幡種し、8月 上句に子実

茎業を収穫します。

今回の調査は平成25年、清瀬市で行いました。
一作目は3月 28日播種、栽培期間126日、8月

2日 収穫で、生草lR量は約7t/10a、乾物収量は

約15t'10aでした。

二作目は8月 7日播種し、11月25日1こ収桂し

ました。品種は中生系で、倒lttしずらいものを

選びました (表)。

表 飼 料用 トウモロヨシの二期作栽培

二作日は、播種後110日で収穫適期に達しま

した (写真 1)。こ作目の10aあたりの生草収量

は約 4tで、乾物率は約25●●、乾物収量は約 lt

で した。年間二作で、乾物収量は合計で約25t

となりました。

なお、二作日の栽培中に3回 台風の接近があ

り、倒伏も見られましたが、生育初期であった

ことから再生しました。工作日の飼料用 トウモ

ロヨンをサイロ貯蔵し、 3月 15日に開到 したと

ころ、良好な乳酸発酵の指禅であるpH4を 下回

っており、良町な品質でした。

二期作栽増の留意点

導入に際して留意すべきことは、二作日の栽

培期間は台風の強風 雨 による41伏の懸念があ

るため、耐倒伏性の品種を選ぶことです。

写真 1 二 作目の収穫期 (11月25日 )
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また、生育

が止まる11月

下旬までに収

穫道朗の責熟

期(写真 2)に

到達する品種

を選んで下さ

V 。`

今後の課題

購入飼料の高騰により、粗飼料生産に関心を

持つ酪農家が徐々に増えています。今後の課題

としては以下が考えられます。
一作日の収穫から二作日の構種まで、長くて

も半月程度と、作業日程は過密です。省力化のた

め二作日は不耕起播種が検Hlされています。小

規模同場Ⅲjけの不耕起縮種が開発されているこ

とから、導入も検討していくべきでしよう。

また、収社同数が倍増し、サイレージの量が

増加します。省力化と時蔵量の確保のため、ロ

ールベールサイレーブなどの利用を検討してい

く必要があります。

写真 2 収 種適期の状態 (黄熟期)



震と触れ台える体験教室

小平市で野菜農家による新たな農業体験教室

の取組が始まりました。農業体験教主では、農家

の指導による野業の収穫体験とともに、地llの

農家料理の前理体験が可能です。収穫から訓理、

試食まで一貫した体験が可能なこの農業体験教

主は、参加者が地ltの農業や食文化への理解を

深める取紀として注目を集めています。農産加

[「体験施設は平成25年度の都市農業経営パワ
ーアップ事業を活用し整備されました。

小平市は野菜や花壇苗の市場出荷が盛んな地

tplですが、市街化の進展とともに野業や果樹の

直売や学校給食への出荷が年々増加しています。

農業体験数室の取祖により、今後、農家と消費

者の交流がますます盛んになることが期待され

ています。

ちよつとした工夫で農作業を快適に

普及センターが八王子市の生産者と取り組ん

だ農機其の改良を紹介します。
一つは潅水チュ

ーブ同時敦設用のマルチャーの改良です。権水

チュープを穴のある志にロール状に巻きつけ、

マルチャー上部の棒に針金で固定します。チュ
ーブの先端をうねの端に固定しマルチを張ると

同時に敦設できます。

こつ日は結束機の握り手の政良ですコアルミ

板を使って握り手の向きを変え、手首をひねる

ことなく楽に握り手を下げられるようにしまし

た。ちよつとした工夫や改良で快適な農作業へ

のチャレンブをしてみてはいかがでしょうか。

改良したマルチャー (左)と 結束器 (右)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

020H5年 震林業センサスが実施されます

農林水産省では、平成27年 2月 1日現在で、「20H5年農林業センサス」を実施します。この調査よ、我が国の農

林業 農 山村地域の実態を明らかにする最も基本的な詞査です。平成26年12月中旬から調査員が農林業関係者

の方々を訪間して、調査票に農林業の経営状況などの言B入をお願いします。調査票に記入された事項については、

統計以外の目的には使用されませんので、ご協力をお願いします。

0東 京都農業 男 女共同参画フォーラム

平成27年 2月 6日 (金)1300～ 1600 会 場 i武蔵野スイングホ
ール

◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

●衰lr写真 i農家料理体験敦室での柏餅づくり(小平市)

◆お問い合わせよ下記まで

農業振興事務所中央農業改良普及センター     80424659882

震業振興事務所中央農業改良普及センター東部分室 80386785905

農業振興事務所中央農業改良普及センター西部分室 ao3 001H 9950

震業振興事務所西多摩農業改良普及センター    804283+2374

農業振興事務所南多摩農業改良普及センター    80426745971

農業振興事務所振興課              80425485053

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

農産加工施設 兼 体験施設


